
海と食の地域モデルin函館（海と日本2021） 実施主体：はこだて海の教室実行委員会

背景
＆
課題

▼近年水揚げが急増した「ブリ」を地域でムーブメント化することで海洋環境の変化や海の未来を自分ごと化する

函館ブリたれカツバーガーの開発と
キャラバンによるムーブメント形成
（メディア露出と2,569食の提供）

ブリフェス2021開催
60店舗でブリたれカツ提供（12,550食）

函館地ブリパークも大盛況

実施① 実施② 実施③

2021年度実施内容のまとめ（2022年3月までの予定含む）

＋ ＋

①飲食店や学校給食だけでなく、スーパーや家庭での自走化

②メッセージの伝わるブリ節商品開発

③開発商品を常時食べることのできる情報発信拠点の設置

2021年度
課題点

2022年度
改善点

量的成果（事業の拡がり）

① ブリたれカツバーガーキャラバンで2,569食の販売。（目標は2,000食）
売り切れ続出でメディア掲載、SNSで話題に。

②
ブリフェス2021にて、飲食店38店舗、スーパー22店舗、合計60
店舗で函館ブリたれカツを販売。飲食店2,324食、スーパー
10,226食を販売。多くの家庭でブリたれカツを食すキッカケに。

③ メディア掲載多数（WEB230・テレビ13・新聞28・雑誌6)全国放送３回
WEB含めた広告換算額86,826,701円

質的成果（次なる展開への芽）

① 学校給食が好評で、上記の10校以外でも、給食担当の栄養士さんにレシピ
が共有され、自走化提供校が多数。（中学も3校で実施して授業依頼も）

②
試験的に作成したブリ節が大好評で、地域の飲食店や加工業者からの商品
開発要望あり。ブリ節を使用して作った函館ブリ塩ラーメン多くのメディアに掲
載されて地域の話題に。

③ 全国の海で起きている変化対応への代表例としてブリたれカツを取り上げても
らうことがあり、その流れでテレビの全国放送も２回放映。

①分かりやすいレシピの作成と、より深い小売連携

②ブリ節・ブリ缶詰をベースとした海の未来を伝える商品開発

③ブリアンテナショップのテンポラリー出店

・「イカ」「シャケ 」が記録的不漁の一方、「ブリ」の水揚げが急増（函館市は全国３位の水揚げ量※2018年）、2019年にはヤリイカの漁獲量を上回る。
・一方で北海道民のブリ消費量は全国平均の1/2で馴染みがないので地域で流通しない。
・新たな地魚として「ブリ」を認知及び消費を促し、海の現状を伝えるべく、地域でムーブメントを作っていく。

学校給食10校3,000名以上への提供
コロナ渦でも海の学びDVDを作成して

給食前のミニ講座を実施



報告資料

5月1日にキックオフイベント実施
函館のブリプロジェクト始動のトークセッション

地域の魅力を詰め込んだ
函館ブリたれカツバーガーの開発

道南近郊22店舗のスーパーでブリたれカツ販売
各店創意工夫したポップでブリをPR

ブリ節でつくった函館ブリ塩ラーメン振る舞いに
100名以上が並び大盛況に

函館地ブリパークにて子供たちが「函館ブリたれカツ
ができるまで」を学ぶ地ブリワークスforキッズを開催。
ブリのトレーサビリティをお仕事体験で学ぶ。

38店舗の飲食店が工夫を凝らした
「ブリたれカツ」を提供



報道等露出



報道等露出

◎メディア掲載

テレビ
新聞

雑誌
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